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H3ロケットは，H-IIA および H-IIBロケットに代わ 

る日本の基幹ロケットとして，2014 年度に開発が開始さ
れた．現在は詳細設計フェーズであり，2020 年度に国立
研究開発法人宇宙航空研究開発機構 ( JAXA ) 種子島宇宙SRB-3
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保（他国の援助や支配を受けずに宇宙輸送が行えること）
と国際競争力のあるロケットおよび打上げサービスを実現
させ，産業基盤の維持・強化を図ることが期待されてい
る．
日本のロケットはこれまで，その顧客の大半が日本の公
的機関であった．しかし，国の厳しい財政事情から，今
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5. 1ɹߴѹڥԼʹ͓͚Δ GG ͷ೩মಛੑ

分離スラスタで使用する GG


